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医工学・医療職分野の地域創生に資する人材育成 
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1. ははじじめめにに  

我が国の産業技術の主要政策として、AI・データサイエンスやデジタル化・DX 関連技術の必要性が

述べられている。確かにこのような技術政策は重要であるが、一方ではあらゆる産業の活性化・日本経

済の再生、地球環境の保護、国民の健康と福祉、暮らしが成り立つ地域創生の技術等も重要であり、こ

のためには人材育成の政策が必須であると考えられる。特に新型コロナの感染拡大による影響からの経

済回復のために、地域資源と地域の人材を活性化することが極めて重要な点であると考えられる。そこ

で本テーマでは、医工学・医療分野における人材育成の観点で取り組んでいる当方の専門職大学（びわ

こリハビリテーション専門職大学）の事例を基に、地域創生に資する人材育成の課題と問題点について

検討を行ったので報告する。 
 
2. 新新設設さされれたた専専門門職職大大学学  

びびわわここリリハハビビリリテテーーシショョンン専専門門職職大大学学のの事事例例よよりり：：  
2017 年 5 月 24 日、文部科学省が 55 年ぶりに学校教育法を改正し我が国の大学制度として、新たに

「専門職大学」制度が誕生した。専門職大学制度が設置されるようになった背景には、変化する社会的

ニーズに対応するため、「深く専門の学芸を教授研究し、専門性が求められる職業を担うための実践的

かつ応用的な能力を展開させることを目的」とする大学であると定められた１）。このように産業界や自

治体等と密接に連携する実践的な高等教育を行う大学として期待されているが、初年度には 17 校の申

請にも拘わらず、認可されたのは 1 校のみで追加認可されたのが 2 校という厳しさであった。その後、

2020 年度に新たに 7 校の設置認可が認められ、当方の「びわこリハビリテーション専門職大学」は、

この時に滋賀県東近江市に地域包括ケアシステムを支える医療福祉専門職の養成大学校として認可さ

れた。この大学の前身は学校法人藍野大学の法人内の滋賀県医療技術専門学校を改組・発展させたもの

であり、法人内には茨木市にある藍野大学や同短期大学、及び大学院など多彩な医療福祉系の高等教育

領域の教育・研究を展開している２）。 
専専門門職職大大学学のの設設置置基基準準とと教教員員配配置置：：  

専門職大学の専任教員数は大学設置基準と同様であり半数以上が教授であること、専任教員の 4 割以

上が 5 年以上の実務経験と高度の実務能力を有する実務家教員の要件を満たすこと、また実務家教員の

半数以上が研究能力を有する実務家研究者である（大学の専任教育歴、博士の学位、または企業での研

究業績を有する）ことが求められている。職位の資格については、専門職の教育を担当するための教育

上の能力を有する者で専門職の学位と実務上の業績を有する者、特殊な技術・実際的な技術に秀でてお

り、専攻分野で特に優れた知識及び経験を有する者と定められている１）。 
専専門門職職大大学学ににおおけけるる特特有有のの科科目目構構成成：：特特にに展展開開科科目目のの意意義義：：  

専門職大学では、通常のこれまでの大学には見られない特有の科目構成として、「展開科目」を有して

いる。表 1 に専門職大学における科目構成の体系１）を掲載した。展開科目は「専攻に係る特定の職業分

野に関連する応用的な能力で、当該職業分野において創造的な役割を果たすために必要なものを育成す

る授業科目」として、20 単位以上の単位数を義務付けている。表１の中の「職業専門科目」は専攻に係

る特定の職業において必要とされる理論的・実践的な能力を育成する授業科目であるので、この新規科

目の展開科目は直接的にはその職業に関連しないが、付加価値を生ずる内容を職業毎に見極めて設定さ

れなければならない。つまり、学生が専攻するその職業分野に無関係でなくむしろ将来の伸びしろを付

加するために役立つような教育を展開する科目なのである。また従来の 3 年制の専門学校では基礎科目

が十分でなく生涯にわたる資質の向上と社会的及び職業的自立のためは基礎科目の充実が求められる。 
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表表１１  専門職大学における科目構成の体系１）  
科目区分 内 容 

単位数 
(4 年制) 

単位数 
(2 年制) 

基礎科目 
生涯にわたり自らの資質を向上させ、社会的及び職業的自立を図るために必要な能力を育

成するための授業科目 
20 ～ 10 ～ 

職業専門科目 
専攻に係る特定の職業において必要とされる理論的かつ実践的な能力及び当該職業の分野

全般にわたり必要な能力を育成するための授業科目 
60 ～ 30 ～ 

展開科目 
専攻に係る特定の職業分野に関連する分野における応用的な能力であって、当該職業分野

において創造的な役割を果たすために必要なものを育成するための授業科目 
20 ～ 10 ～ 

総合科目 
修得した知識及び技能等を総合し、専門性が求められる職業を担うための実践的かつ応用

的な能力を総合的に向上させるための授業科目 
4 ～ 2 ～ 

 

当当該該専専門門職職大大学学ににおおけけるる多多様様ななキキャャリリアアパパススをを想想定定ししたた展展開開科科目目群群のの設設定定：：  
当該大学の「びわこリハビリテーション専門職大学」では、理学療法学科（PT）と作業療法学科（OT）

の 2 学科があるが、PT 学科では、健康寿命の延伸を目的にして「ヘルスプロモーション」、「生涯スポ

ーツ」、「生活工学」の 3 つの展開科目群が設定されており、それぞれの展開科目の目的に適応した表 2
のような授業講座や実習が置かれている。また、OT 学科では、ライフステージの「児童期」、「成人期」、

「老年期」ごとに 3 つの展開科目群が設定されており、表 3 に示したように必要なリハビリテーション

を提供できる人材に必要となる展開科目の目的に適応した授業講座や実習等が準備されている２）。 
 

表 2 理学療法学科（PT）に設置された展開科目群２） 
展開科目の名称 展開科目の目的 設置された授業科目の講座・実習・演習 

ヘルスプロモーション 地方自治体、健康関連企業等での活躍を想定 体力測定論、遊びとレクリエーション、 
健康増進実践演習 

生涯スポーツ 健康維持におけるスポーツの有用性を取得する目的で、地

方自治体、スポーツ・健康・食関連企業等での活躍を想定 
フィットネス論、ランニングトレーニング

論、障害者スポーツ論 

生活工学 
障害予防に対する生活工学の利用、神経・運動障害の有無

に拘らない安全・安心な生活・就労の支援を目手に、就労

支援事業所、福祉機器メーカー等での活躍を想定 

福祉工学地域活用論、ロボット工学地域活用

論基礎・応用、身体障害者就労環境論 

 
表 3 作業療法学科（OT）に設置された展開科目群２） 

展開科目の名称 展開科目の目的 設置された授業科目の講座・実習・演習 
ライフステージ 
児童期 保育園、小学校、学童保育等での活躍を想定 児童期地域生活適応論、児童期地域生活適応

論実習 

ライフステージ 
成人期 就労移行支援事業所、グループホーム等での活躍を想定 成人期地域生活適応論、成人期地域生活適応

論実習 

ライフステージ 
老年期 

通所介護施設、特別養護老人ホーム等での就労・活躍を想

定 
老年期地域生活適応論、老年期地域生活適応

論実習 

 
 
3. 医医工工学学・・医医療療分分野野にに求求めめらられれるる地地域域創創生生にに資資すするる人人材材のの必必要要性性  

社社会会ニニーーズズやや地地域域かかららのの期期待待にに適適ししたた教教育育展展開開： 
 当該の専門職大学が専門学校から改組されて新設された理由２）として、当該の小山理事長が掲げてい

る要因の 1 つは、2020 年 4 月に改正指定規則（理学療法士・作業療法士学校養成施設指定規則）が施

行されて、必要取得単位数が 93 単位から 101 単位に増加することから人材育成教育を変更する必要が

あったことである。さらに 2 つ目の理由として、当該大学が立地する滋賀県では 2025 年を見据えた医

療福祉推進の観点から地域包括ケアシステムを支える医工学・医療福祉専門職の養成が求められており、

特にリハビリテーション専門職が不足している状況であった。日本の高齢化が進展する中で、地域の医

療は急性期中心の「病院完結型」から慢性期中心の「地域完結型」に移行していることが地域における

PT・OTを中心の医療職、リハビリテーション専門職養成のための専門職大学による人材育成である３）。 
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4. 我我がが国国のの大大学学・・研研究究機機関関がが直直面面ししてていいるる教教育育・・研研究究のの重重大大なな危危機機  

 最近、世界の大学・研究機関の中で我が国の大学・研究機関における教育・研究のレベルが低下して

いるのではないかとの指摘がある。この数年間における物理学、化学、生物医学分野において我が国の

ノーベル賞の受賞者が毎年出ている状況ではあるが、これらの受賞研究は受賞者が活発に研究を行って

いた数十年以前の研究の功績が現在、評価されたものであって現在の研究の状況を表わしてはいない。 
文部科学省の科学技術・学術政策研究所（NISTEP）が、日本を含めた世界主要国の科学技術活動を体

系的に分析した「科学技術指標」の 2021 年版の指標の中で、日本全体の 1 年間の科学技術論文の 1 人

当たりの論文数を調査した結果、日本は世界第 4 位であり、昨年調査と同位であった。一方、注目度の

高い研究論文の論文数を世界と比較すると、日本は約 20 年前には世界第 4 位であったが、10 年前には

世界第 5 位になり、昨年は第 9 位、2021 年度は世界第 10 位に低下したことが報告されている４）（表 4、
表 5）。また、図 1 の OECD 推計による研究開発費用では、日本は円換算で 2019 年度は約 18.0 兆円で

対前年比 0.2%増でほぼ横ばいであったが、米国 68.0 兆円、中国 54.5 兆円、ドイツに続く第 4 位なが

ら、米国、中国に比べ研究開発費では大差が付いている。中国は対前年比 12.8%の増で主要国の中で最

も研究費が伸びている。これらの結果は日本の教育・研究活動の低下・危機を端的に示しており５）、教

育・研究の国際的地位の向上は緊急の重要課題であると考えられる。 
 
 

表 4 国・地域別の「1 人あたりの論文数」の推移比較４） 

 
 

表 5 国・地域別の「注目度の高い論文数」の推移比較４） 
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図 1 世界の主要国の研究開発費の総額の推移（NISTEP より引用 5）) 
 
5. 医医工工学学・・医医療療分分野野ににおおけけるる研研究究イイノノベベーーシショョンンのの課課題題とと展展望望  

新型コロナの感染、パンデミックの影響からの経済回復に対しても、各地域の特色を活かした地域資

源と地域の優れた人材の活用が、いま極めて重要な課題となっていると考える。当大学の取り組みでは、

滋賀県内の市町村自治体の文化・産業活性化政策と連携する中で当大学の特色である医工学・医療分野、

特にリハビリテーション技術に係る人材育成を如何に展開させるかという研究イノベーションを検討

しているところである３）。筆者らが主に担当している「生活工学」の分野では６）、障害予防に対する生

活工学、神経・運動障害の有無に抱わらず安全・安心な生活・就労の支援技術、福祉機器産業メーカー

との連携・発展を目指した「福祉工学地域活性化論」、「ロボット工学地域活用論」、「身体障害者就労活

用論」等の展開科目の教育・研究の展開による人材育成を現在、実施しているところである。  
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